
 

 

『学びは真似び』 

副園長  小森 三奈子 

 

今日で１学期が終わります。入園・進級当初は緊張や不安の表情を見せていた子どもたちも、一人ひと

りが新しい環境の中でやりたいことに向かって遊ぶ姿が見られるようになってきました。 

 子どもたちが“やりたい”という思いをもって主体的に遊ぶには、遊びたくなる魅力的な環境や、保育

者の援助と共に、友達の姿も影響します。 

 先日年長組では、自分で選ぶ遊びの中で興味をもった幼児が、空き箱とペットボトルキャップの回るタ

イヤを組み合わせて走る車をつくっていました。年長児は、これまでの遊びの中で培った経験から、友達

がつくる姿を見て興味をもつと、自分のイメージしたものを形にしてつくったり、分からない部分は友達

に聞いたりしながらつくることができます。 

今回は「かっこいい車がつくりたい」という思いをもち、それぞれの幼児が空き箱に色を付けるために

必要な素材や色を自分で考えて選び、車をつくりました。車体ができると、「もっとかっこよくしたい」と、

アルミホイルでキラキラしたライトや段ボールでのウイングなど、細部にもこだわってつくっていました。

そして、友達の車を見て刺激を受けると、「それいいね」と認め、自分では思いつかなかった部分を真似て

作ったり、見たものをきっかけに、さらに考えて工夫してつくったりする姿が見られました。 

 年少組は、入園から４ヶ月が経ち、保育者や子供園の環境に慣れて遊びの中で興味・関心が広がってき

ています。先日は、何人かの幼児がお面ベルトでつくった警察の帽子を身に着け、警察ごっこをしていま

した。警察になった幼児の一人がウレタン積み木を並べてパトカーをつくり「行くぞ！」と言うと、警察

になりきった周りの幼児が「おー！」と返事をし、次々とパトカーに乗り込みました。また、一人が空き

箱とくるくる棒を貼り合わせて、自分で警察の無線機をつくると、それを見て何人もが同じように無線機

をつくりました。保育者が無線機の作り方を教えなくても、３歳児なりに経験していること（空き箱やく

るくる棒をテープで貼る）を生かして、遊びに必要なものを自分の力でつくっていました。そして、無線

機ができると、警察官になりきり、それを使ってそれぞれが会話している（つもりの）姿が見られました。

面白そうと思ったことを３歳児なりに真似て、同じ場にいる幼児と部分的に動きや言葉が合うことで、遊

びが面白くなることを経験していました。 

 

 学びと言う言葉は『まねび（真似び）』が語源とも言われています。子供園での子どもたちは、楽しそう

な人・モノ・コトから刺激を受けて『やりたい思い』をもち、真似して遊ぶ中で様々なことを学んでいま

す。明日からの夏季休業中に長時間保育児は、同じ学級の友達だけでなく、おひさまグループで一緒に過 

ごすお兄さん・お姉さんからも、刺激を受けることでしょう。また、短時間保育児

は、長い休みの中で経験したことが９月以降の遊びのきっかけになることもあると

思います。それぞれが経験したことを新学期に持ち寄ることで、２学期の園での遊

びや生活がより一層豊かになっていきますね。９月に、夏の経験を通して、ぐっと

大きくなった子どもたちに会えることを楽しみにしています。            

 

8月の園だより 
令和７年７月１８日 

杉並区立成田西子供園

園 長  齋藤 由美 



 おひさまグループの夏の生活  

７/２２（火）～８/３０（土）の夏季休業中は下記のように過ごします。 

○事前に提出していただいた出欠予定と異なる時には、お知らせください。また、当日欠席、遅刻な

どは、通常通り８時４５分までにアプリで入力してください。 

〇ＱＲコードでの登降園打刻は、全員おひさまルーム横にて行ってください。お子さんは、保育室

にて必ず職員に引き渡してください。 

○持ち物は一学期と同じものを用意してください。プールがない日も水遊びやシャワーを行う場合

があります。毎日プールカード（黄色）を記入し、プールバッグをお持ちください。 
 

時間 活動 らっこ組 ぺんぎん組 いるか組 

７：３０ 

 

 

 

 

９：００ 

 

１２：００ 

 

１３：００ 

１３：３０ 

 

１５：００ 

 

 

１６：４５ 

１８：３０ 

随時 登園開始 

 

 

 

 

全員登園 

 

昼食 

 

らっこ組：午睡 

ぺんぎん・いるか組 

休息 

おやつ 

 

随時 降園開始 

合同夕保育 

最終降園 

   

 

 

 

    

★夏季休業中のねらい★ 

３歳児 

・周囲の幼児や、保育者と一緒に好きな遊びや夏の遊びを楽しむ。 

・異年齢の幼児と一緒に生活する中で、同じ場で過ごしたり、関わったりすることを心地よく感じる。 

・夏の生活の仕方を知り、安心して過ごす。 

4・5歳児 

・夏の自然に触れて遊んだり、プールや水遊びをしたりして楽しむ。 

・異年齢の幼児と一緒に遊んだり関わったりすることを楽しむ。 

・夏の生活の仕方が分かり、身の回りのことを自分でしようとする。 

 

８時５０分までは、おひさまルームで過ごします。（受け入れはおひさ

まルームで行います） 

その後、らっこ組はらっこ組保育室で、ぺんぎん組といるか組は、ぺん

ぎん組保育室で過ごします。（受け入れはそれぞれの保育室で行いま

す） 

夏ならではの楽しい遊び、異年齢児との交流も楽しめるようにします。 

たくさん遊んで、夏も元気に過ごします！！ 

昼食は、ホールで全学年一緒に食べます。休息の時間

は、体を横にしてゆっくり休みます。 

夕保育までは、その日の天候によって、室内や園庭で遊びます。 

（引き渡しは、らっこ組はらっこ組前、ぺんぎん組・いるか組は、ぺんぎ

ん組前で行います。） 

１６：４５頃からは、おひさまグループみんなで遊びます。おうちの方の

お迎えまでは、おひさまルームでゆったりと過ごします。 

（引き渡しは、おひさまルームで行います。） 


